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	令和8年度第2回階層別研修
	評価制度を人材育成のツールとして 効果的に活用するための 正しい視点と基本スキルを学ぶ
	人材育成のための 評価者研修
	　組織の持続的な成長を支える人材育成には、公正で納得感のある人事評価が欠かせません。本研修では、評価制度を人材育成のツールとして効果的に活用するために、評価者に求められる正しい視点と基本スキルを実践的に習得します。 　評価の進め方や評価者が陥りがちな思い込み、効果的なフィードバックのポイントなどをケース演習やロールプレイを通じて学び、組織内で公正かつ一貫性のある評価運用が行える評価者の育成を目指します。ぜひご活用ください。
	令和8年 6月23日(火) 9:30～16:30
	□対象・評価の基本を学びたい管理職の方 　　　・評価を効果的に人材育成に結びつける手法を学びたい方
	□会場　　ソニックシティ601 □講師　　株式会社 インソース　専任講師　牛山啓二　氏　 □定員　　40名(先着順) □参加費　【会　員】15,400円(税込)　(下記参加割引価格　@14,300円) 　　　　　 　　　　　 ※5/23開催「管理職向けマネジメント基礎研修」に参加の場合割引 　　　　　【非会員】46,200円(税込) 　　　　　　※ご請求書は6月16日(火)以降に順次ご送付いたします。  　　　　　　(開催日の前日までは全額返金いたします) □申込　　弊会HP、右記QRコード、以下申込書にてお申込みください。
	５日、８日、16日、20日、30日


	　　　　講師プロフィール　(株)インソース　専任講師　牛山　啓二氏

